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2 P-63　　　 壁 装 材 料 か ら 放 散 さ れ る 揮 発 性 有 機 化 合 物

○ 久 保 田 紀 久 枝 ゛ 神 田 直 美 ゛ 池 田 礼 子**

ぐ お 茶 の 水 女 子 大 学 生 活 科 学 部 、“ 壁 装 材 料 協 会)

(目的) 室内に放散される化学物質を低減させるためには、個々の材料から放 散される化学物質の種類や量を把

握し 。放散量 の少ない 材叫を選択すること力s有効である。しかし、建築 材料 の種類は多く、実際に放出される化

学物質つ いて公 開さ れているデータは少ない。本研究は、種々の材料 の ＶＯＣs を分析 する簡便な方法を検討し、

出来 るだけ多 くのデ ータを得ることを目的とする。 ここで は、室内に曝露する面積が大きく、又、素材の種類も

多 い壁紙を試験体 として分析し た結果について報告する。

(方法) 紙、ビニル樹脂、オレフィン系、織物などを主 素材とした壁紙22 種 について、製造後日 の浅いものを試

験体とし た｡分析には､発生ガス導入装置 を用いたダイナミ ックヘッドスペース法を応用した｡試験体(5.25 ×5.25

cm) を、オーブン内にセットし た石英セ;ﾚ(20cniφx4:m) に入れ､He ガ スを50nil/nmi で流し、25(CでTfenaxTA

樹脂に30 分捕集し た。 オン ラインでGC-MS 分析を行った。ＶＯＣs をキシレンまたはシクロヘキサ ノン量で換

算し定 量し た。

(結果) 主素材に関係なく、TVOC 量は壁紙により大きな差が見られた。紙、織物素材は ＶＯＣ の発生が 少ない

傾向が見られ、ビニルは全体的 に ＶＯＣ の放散 量が大きい傾向が見られた。化学物質組成 から見 ると、アルカン

類が多く、いずれもデカンやウンデカ ンおよびその同族体が多かった。 オレフィン系はエチレン酢酸ビニル樹脂

を利用しており、紙や布製品に比べると多い傾向にあるが、ビニル に比べると少ない。し かし、ビニル に少ない

カルボニル化合物が多く、特に、シクロ ヘキサ ノンやイソブチ ルメチルケトンなど単一化 合物量 に多いも のが認

められた。

2 P-64　　　 高齢者が楽しむ手芸とそのための工夫

○ 川畑 昌子、豊田 美佐子

（　大妻女大・非　）

【　 目的　 】超高齢社会へと急速に向かっている今日、一人一人が自らの力で行うことの

できる仕事や趣味などなんらかの生きがいを持つことは重要であり、生きようとする意欲

につながるものと考える。前報に引き続き高齢者と手芸について考察していくことにする。

手芸は、手指の巧緻性に効果があり、会話を楽しみながら比較的狭い場所で出来ることか

らデイサービスでの楽しみや作業療法の１つとして利用されている。本報は、どのような

手芸が高齢者に適しているか、またどのような工夫によって、より効果的に楽しむことが

できるか、Ｈ 市のデイサービス活動を通して考察した。

【　 方法　】デイサービスで行われている手芸をその製作工程から、手法の分類をおこな

い、カルチャーセンターや教本などで扱われている手芸の工程と比較し、高齢者のための

工夫について検討を試みた。

【　 結果および考察　】Ｈ市のデイサービスは、機能回復、教養・娯楽、精神の鍛錬を主

な内容とし、その１つとして手芸を中心とした生きがい活動を活発に実施している施設で

あった。カルチャーセンターで扱っている手芸の手法は、編む、織る、縫うなど多種類で

あり、その組み合わせは複雑である。Ｈ 市のデイサービスではそのうちの６種類（編む、

織る、貼る、刺す、彫る、握ねる）の手法が用いられており、手芸の範鴫は、極めて広範

囲であった。高齢者の楽しみ、かつ作業療法、癒しとなるためには、用いる材料や技法の

工夫、更に、指導方法、材料費の工夫などの考慮が必要であろう。
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